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2030 年理念・ビジョン第 3 回定性アンケート概要報告 
 
１．実施方法 
 〇実施時期：2024 年 9/30（月）～ 10/20（日） 
〇アンケート媒体：週刊コープみえ 42 号（9 月 30 日～配布）、ＨＰ、ｅフレンズ 

 〇アンケート集計：Google フォームを使用しＷＥＢでの回答を集計 
 紙での回答は手集計 

 
２．総回答数と回答媒体 
 総回答数は 718 件でした。前回第 2 回の回答数 1,411 件から 693 件の減少、前回比

50.8％となっています。 
 回答媒体の内訳は以下となります。全体の回答数が減少する中、週刊コープみえでの回

答が大きく減少し、ＷＥＢでの回答は微減に留まっています。そのために媒体の内訳はＷ

ＥＢ回答の比率が大きく増え、１：１に近い比率となりました。 
   
 

≪回答数≫    
  2024 年度 2023 年度 前年比 前年差 

総回答数 718 1,411 50.9% -693 

≪回答媒体別≫    
  2024 年度 2023 年度 前年比 前年差 

週刊コープみえ 396 1,059 37.4% -663 

週刊ｺｰﾌﾟみえ比率 55.2% 75.1% 73.4% -19.9% 

WEB 回答 322 352 91.5% -30 

ＷＥＢ比率 44.8% 24.9% 180.1% 19.9% 
 

３．回答年代 
 回答の年代別では、前回に続いて 70 歳代以上が 40％を超えて最も多くなっています。

60 歳代が減少し、30～50 歳代が微増しています。 
 
≪年代別≫ 

  
2024

年度 

2023

年度 

前年

差 

登録

年代 

登録年代

との差 

20 歳代以下 0.6% 0.7% -0.1% 2.6% -2.1% 

30 歳代 5.7% 4.6% 1.1% 12.6% -6.9% 

40 歳代 7.9% 6.1% 1.7% 19.4% -11.6% 

50 歳代 17.0% 14.8% 2.2% 21.5% -4.5% 

60 歳代 27.6% 32.0% -4.4% 16.2% 11.3% 

70 歳代以上 41.3% 41.9% -0.6% 27.7% 13.6% 

計 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

   
≪年代別回答媒体≫ 

  ＷＥＢ 週刊コープみえ 

20 歳代以下 100.0% 0.0% 

30 歳代 85.0% 15.0% 

40 歳代 85.5% 14.5% 

50 歳代 76.5% 23.5% 

60 歳代 39.9% 60.1% 

70 歳代以上 23.5% 76.5% 

 

 

年代別の回答媒体は、50 歳代まで

は圧倒的に WEB 回答が多く、60
歳代以降は週刊コープみえでの回

答が多数になっていて、明確に分

かれています。 
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４．回答地域 
 回答の地域別の比率では、四日市がもっとも高くなりました。宅配利用比率（42 号）と

の比較では、松阪が利用比率より 4.2％も高くなっています。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

前年

差 

宅配利

用比率 

利用比

率差 

桑名 15.9% 13.1% 2.8% 14.6% 1.3% 

四日市 18.7% 17.4% 1.3% 17.0% 1.7% 

鈴鹿 12.7% 13.6% -1.0% 13.6% -1.0% 

津 16.5% 19.3% -2.8% 16.2% 0.3% 

松阪 16.2% 11.3% 4.9% 12.0% 4.2% 

紀北 2.2% 2.6% -0.4% 5.8% -3.5% 

伊勢 7.1% 10.9% -3.8% 10.0% -2.9% 

伊賀 10.7% 11.7% -1.0% 10.9% -0.1% 

計 100.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 

 
 
５．各設問の回答 
（１）ビジョン１：安心してくらし続けられる地域社会づくりをすすめます。 
 設問１）お住いの地域でコープみえのトラックを毎日みかけますか？ 
 目標）すべての地域で組合員が事業と活動に参加しています。 
  
  

2024 

年度 

2023 

年度 

2022 

年度 
24-23 24-22 

毎日見かける 10.3% 9.3% 11.0% 1.1% -0.6% 

週に数回見かける 53.1% 56.6% 50.4% -3.6% 2.7% 

プラス評価 63.4% 65.9% 61.3% -2.5% 2.1% 

週に１回ほど見かける 32.4% 28.5% 30.4% 3.9% 2.0% 

見かけない 4.2% 5.6% 8.3% -1.4% -4.1% 

ﾏｲﾅｽ評価 36.6% 34.1% 38.7% 2.5% -2.1% 

無回答 0.3% 0.6% 0.8% -0.4% -0.5% 

 
・地域におけるコープみえの浸透度を計る指標としての設問です。 
・概ね前 2 回と同じ傾向ですが、「見かけない」という回答は 2 年連続して減少しており、 
第1回からは半減しています。何らかの機会に週に１回以上見かける方が増えています。 

  
 
設問２）地元の野菜・食品にどのようなものがあるか知っていますか？ 

 目標）地元メーカー・生産者を通して産業と地域の活性化を図ります。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

知っている 22.9% 24.0% 23.1% -1.1% -0.2% 

どちらかといえば知っている 57.3% 54.0% 50.3% 3.4% 7.0% 

プラス評価 80.3% 78.0% 73.4% 2.3% 6.8% 

あまり知らない 18.9% 20.7% 23.7% -1.8% -4.8% 
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2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

知らない 0.8% 1.4% 2.8% -0.5% -2.0% 

ﾏｲﾅｽ評価 19.7% 22.0% 26.6% -2.3% -6.8% 

無回答 0.4% 0.9% 0.7% -0.4% -0.3% 

  
・組合員が地域の食品、生産物をどのぐらい意識しているかの指標を知る設問です。 

 ・「知っている」「どちらかといえば知っている」のプラス評価は 2 年連続増え、80.3％と

なり、10 人に 8 人は地域でどんな野菜や食品が作られているかをある程度把握され、

興味をもっています。ビジョン１の目標に沿った良好な結果となっています。 
 
 
設問３）普段地産地消を意識して買い物をしていますか？ 

 目標）地元メーカー・生産者を通して産業と地域の活性化を図ります。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

意識している 28.0% 27.3% 27.1% 0.7% 0.8% 

どちらかといえば意識 

している 
49.2% 50.8% 43.8% -1.6% 5.4% 

プラス評価 77.2% 78.1% 70.9% -0.9% 6.3% 

あまり意識していない 21.0% 20.2% 24.9% 0.8% -3.9% 

意識していない 1.8% 1.7% 4.2% 0.1% -2.4% 

ﾏｲﾅｽ評価 22.8% 21.9% 29.1% 0.9% -6.3% 

無回答 0.4% 0.8% 0.8% -0.4% -0.4% 

 
 ・組合員が地場商品を意識して利用をしているかの指標を知る設問です。 
 ・設問２）と同じ目標の問いであり、傾向もほぼ同じで連動した回答となっている方が多

くみえました（下表参照）。 
・地場産品の利用にあまりこだわっていないマイナス評価の方は第 1 回調査から大きく減

少しています。 
 

設問２）と設問３）の相関関係 
  意識している 

どちらかといえ

ば意識している 

あまり意識 

していない 
意識していない 無回答 

知っている 61.0% 33.5% 4.3% 1.2% 0.0% 

どちらかといえば

知っている 
23.7% 58.8% 16.8% 0.5% 0.2% 

あまり知らない 2.2% 39.3% 54.1% 3.7% 0.7% 

知らない 0.0% 16.7% 16.7% 66.7% 0.0% 

 
 ・地域の産物を知っている人ほど地産地消を意識していることがわかります。産物への知

識が増えるにつれ、地産地消への意識も高まっています。 
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設問４）県内の生活協同組合が連携して、ＳＤＧｓなど社会をよくする取り組みがひろが

っていると感じますか？ 
 目標）各協同組合の強みを出し合って、ＳＤＧｓの実現をめざします。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

感じる 10.9% 9.4% 11.0% 1.5% -0.1% 
どちらかといえば感じる 48.9% 46.8% 40.0% 2.1% 8.9% 

プラス評価 59.7% 56.2% 51.0% 3.5% 8.7% 

あまり感じない 37.3% 40.7% 43.2% -3.4% -5.9% 

感じない 3.0% 3.1% 5.8% -0.2% -2.9% 

ﾏｲﾅｽ評価 40.3% 43.8% 49.0% -3.5% -8.7% 

無回答 1.4% 2.9% 2.8% -1.5% -1.4% 

 
・協同組合間連携を通じてのＳＤＧｓ推進が実感出来ているかを知る設問です。 

 ・第２回、第３回と、連続してプラス評価が増えています。無回答も減っており、県内各

生協との連携の認知がすすんでいると評価できます。 
 
 
設問５）あなたが気軽に参加できる集いの場が地域にありますか？ 

 目標）すべての地域で組合員が事業と活動に参加しています。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

ある 17.1% 14.8% 16.2% 2.3% 0.9% 
どちらかといえばある 25.6% 27.2% 23.2% -1.6% 2.4% 

プラス評価 42.7% 42.0% 39.4% 0.7% 3.3% 

あまりない 43.8% 45.3% 42.1% -1.4% 1.7% 

ない 13.4% 12.7% 18.5% 0.7% -5.0% 

ﾏｲﾅｽ評価 57.3% 58.0% 60.6% -0.7% -3.3% 

無回答 1.5% 1.5% 1.2% 0.0% 0.3% 

 
・組合員が地域社会で参加できる場があるかを確認する設問です。 

 ・これまでに続き「あまりない」が最も多い状況は続いていますが、「ある」と回答され

た方が増えたことで、プラス評価が増えています。6 割近い方が、地域社会で参加でき

る場所をあまり持たない状況は続いています。 
 ・年代別では 40～50 歳代でプラス評価が一旦減少する状況があり、これは前回と同様で

す。70 歳代以上で、初めてプラス評価が過半数となりました。70 歳代以上は明確に「あ

る」と書かれているかたが 26.4％もありました。 
 ・地域別では津のみプラス評価が上回り、紀北は半々、他の地域ではマイナス評価の方が

高くなっています。 
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  ＜年代別回答状況＞ 
  〇今回調査 

  ある 
どちらかとい

えばある 
プラス評価 あまりない ない マイナス評価 

20 歳代以下 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0% 

30 歳代 15.0% 30.0% 45.0% 42.5% 12.5% 55.0% 

40 歳代 5.6% 18.5% 24.1% 57.4% 18.5% 75.9% 

50 歳代 9.2% 27.7% 37.0% 46.2% 16.8% 63.0% 

60 歳代 12.5% 26.0% 38.5% 51.6% 9.9% 61.5% 

70 歳代以上 26.4% 25.0% 51.4% 35.0% 13.6% 48.6% 

 
  〇前回調査 

 
＜地域回答状況＞ 

  ある 
どちらかとい

えばある 
プラス評価 あまりない ない マイナス評価 

桑名 11.7% 27.9% 39.6% 46.8% 13.5% 60.4% 

四日市 13.8% 20.8% 34.6% 49.2% 16.2% 65.4% 

鈴鹿 19.5% 24.1% 43.7% 46.0% 10.3% 56.3% 

津 20.0% 30.4% 50.4% 36.5% 13.0% 49.6% 

松阪 17.1% 24.3% 41.4% 46.8% 11.7% 58.6% 

伊勢 18.0% 26.0% 44.0% 40.0% 16.0% 56.0% 

紀北 18.8% 31.3% 50.0% 43.8% 6.3% 50.0% 

伊賀 23.2% 23.2% 46.4% 36.2% 17.4% 53.6% 

 
 
設問６）平和について考える機会がありますか？ 

 目標）世界平和の実現に貢献します。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

ある 29.0% 25.7% 30.3% 3.3% -1.4% 

どちらかといえばある 36.6% 39.1% 35.6% -2.4% 1.1% 

プラス評価 65.6% 64.8% 65.9% 0.8% -0.3% 

あまりない 31.3% 31.6% 28.0% -0.3% 3.3% 

ない 3.1% 3.6% 6.1% -0.6% -3.0% 

ﾏｲﾅｽ評価 34.4% 35.2% 34.1% -0.8% 0.3% 

無回答 0.4% 0.6% 0.7% -0.2% -0.3% 

 

  ある 
どちらかと 

いえばある 
プラス評価 あまりない ない マイナス評価 

20 歳代以下 0.0% 22.2% 22.2% 44.4% 33.3% 77.8% 

30 歳代 11.1% 30.2% 41.3% 44.4% 14.3% 58.7% 

40 歳代 9.5% 23.8% 33.3% 52.4% 14.3% 66.7% 

50 歳代 5.4% 29.7% 35.1% 48.5% 16.3% 64.9% 

60 歳代 9.4% 30.5% 39.9% 50.7% 9.4% 60.1% 

70 歳代以上 23.4% 24.6% 48.0% 39.0% 12.9% 52.0% 
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・組合員の平和への意識につき確認する設問です。 
 ・プラス評価、マイナス評価の傾向は大きな変化はなく、35%近い方は平和について考え

る機会が「あまりない」「ない」と回答されています。前回との比較では、「ある」とよ

り強く考える方は増えました。 
 
 
（２）ビジョン２：よりよい「食と健康」のくらしをめざします。 
設問１）コープみえが安全・安心なものをお届けできていると思いますか？ 

 目標）安全・安心なものを手に取りやすい価格でお届けします。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

思う 36.9% 39.9% 45.0% -3.0% -8.1% 

どちらかといえば思う 56.6% 55.3% 50.2% 1.2% 6.4% 

プラス評価 93.4% 95.2% 95.2% -1.8% -1.7% 

あまり思わない 6.0% 4.5% 4.2% 1.5% 1.8% 

思わない 0.6% 0.3% 0.6% 0.3% -0.1% 

ﾏｲﾅｽ評価 6.6% 4.8% 4.8% 1.8% 1.7% 

無回答 0.3% 0.6% 1.0% -0.4% -0.7% 

 
・組合員がコープみえが取り扱う商品に安全性、安心感を感じているかを知る設問です。 

 ・プラス評価は 93.4％と前年からわずかに減っています。「思う」と積極的に評価する方

は 3%減りました。第 1 回目からは 8.1%と減少幅が大きくなっています。商品の安全性

への評価は、徐々に下がってきている印象があります。 

 ・地域別では、紀北センターでプラス評価が 100%となり、津、伊勢で 95%を超えました。

アイチョイス配達エリアは、それ以外の地区と比べてマイナス 2.7%と若干下り、前年

との比較でも評価が下がっています。鈴鹿は前回もっともプラス評価が高かったですが、

今回はもっとも低くなっています。 

 ・年代別では、50 歳代以降でマイナス評価の割合が増えています。フリー記入では「以前

と比較して」「最近は」など、新しい商品の安全性に危惧を抱いている意見が見受けら

れました。品ぞろえが増えて充実していく中で、一つ一つの商品の安全性についての情

報提供や添加物の考え方を、より丁寧に伝えていく必要を感じます。 

 

＜地域別回答状況＞ 
  思う 

どちらかと

いえば思う 
プラス評価 

あまり思わ

ない 
思わない マイナス評価 

桑名 37.2% 54.9% 92.0% 8.0% 0.0% 8.0% 

四日市 35.8% 57.5% 93.3% 6.7% 0.0% 6.7% 

鈴鹿 25.6% 64.4% 90.0% 8.9% 1.1% 10.0% 

ｱｲﾁｮｲｽ配達ｴﾘｱ 33.5% 58.5% 92.0% 7.7% 0.3% 8.0% 

津 41.5% 55.1% 96.6% 3.4% 0.0% 3.4% 

松阪 31.9% 61.2% 93.1% 6.9% 0.0% 6.9% 

伊勢 37.3% 58.8% 96.1% 3.9% 0.0% 3.9% 

紀北 62.5% 37.5% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

伊賀 46.8% 45.5% 92.2% 3.9% 3.9% 7.8% 

ｱｲﾁｮｲｽ未配達 39.9% 54.8% 94.7% 4.5% 0.8% 5.3% 
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＜地域別回答状況前回比較＞ 
  

プラス評価 マイナス評価 

24 年度 23 年度 24-23 24 年度 23 年度 24-23 

桑名 92.0% 92.4% -0.4% 8.0% 7.6% 0.4% 

四日市 93.3% 95.5% -2.2% 6.7% 4.5% 2.2% 

鈴鹿 90.0% 97.9% -7.9% 10.0% 2.1% 7.9% 

ｱｲﾁｮｲｽ配達ｴﾘｱ 92.0% 95.3% -3.3% 8.0% 4.7% 3.3% 

津 96.6% 96.7% -0.1% 3.4% 3.3% 0.1% 

松阪 93.1% 96.2% -3.1% 6.9% 3.8% 3.1% 

伊勢 96.1% 94.8% 1.3% 3.9% 5.2% -1.3% 

紀北 100.0% 97.2% 2.8% 0.0% 2.8% -2.8% 

伊賀 92.2% 92.7% -0.5% 7.8% 7.3% 0.5% 

ｱｲﾁｮｲｽ未配達 94.7% 95.4% -0.7% 5.3% 4.6% 0.7% 

 

＜年代別回答状況＞ 

  思う 
どちらかと

いえば思う 
プラス あまり 思わない マイナス 

20 歳代以下 75.0% 25.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 47.5% 50.0% 97.5% 2.5% 0.0% 2.5% 

40 歳代 29.1% 70.9% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

50 歳代 33.6% 60.5% 94.1% 5.0% 0.8% 5.9% 

60 歳代 31.8% 62.0% 93.8% 5.7% 0.5% 6.3% 

70 歳代以上 43.1% 48.3% 91.3% 8.0% 0.7% 8.7% 

 
 

設問２）地域の子どもたちがバランスの良い満足した食事をしていると感じますか？ 
 目標）子どもたちへ安定した食事と健康を提供します。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

感じる 5.9% 6.0% 6.7% 0.0% -0.8% 

どちらかといえば感じる 41.9% 42.6% 42.7% -0.6% -0.7% 

プラス評価 47.9% 48.5% 49.4% -0.7% -1.5% 

あまり感じない 47.1% 45.8% 43.7% 1.4% 3.4% 

感じない 5.0% 5.7% 6.9% -0.7% -1.9% 

ﾏｲﾅｽ評価 52.1% 51.5% 50.6% 0.7% 1.5% 

無回答 5.7% 10.8% 10.0% -5.1% -4.3% 

 
・地域の子どもたちの食と健康の豊かさを計る設問です。 

 ・無回答が 5.7%と多い設問ですが、これまでの 2 回からは大きく減っています。子ども

が居ない世帯なのでわからないという手書き記入が多く、無回答の多さはこの設問の傾

向となっています。前回に引き続き 40 歳代以下は無回答はありませんでした。70 歳代

以上では 6.6%の無回答でしたが、前回の 19.5%から大きく減少しています。 
 ・40 歳代以下と 50 歳代以上で大きく回答内容が変わってきます。これは昨年と同じ傾向

です。40 歳以下ではプラス評価が 60.6%あり、日々子育てに関与しているであろう年

代層では、良好な評価をされている方が多いことがわかります。 
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＜年代別回答状況＞ 
  感じる どちらか プラス あまり 感じない マイナス 無回答 

20 歳代以下 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 

30 歳代 17.5% 50.0% 67.5% 27.5% 5.0% 32.5% 0.0% 

40 歳代 0.0% 56.4% 56.4% 36.4% 7.3% 43.6% 0.0% 

40 歳代以下 7.1% 53.5% 60.6% 33.3% 6.1% 39.4% 0.0% 

50 歳代 3.4% 40.3% 43.7% 50.4% 5.0% 55.5% 0.8% 

60 歳代 0.5% 32.6% 33.2% 56.1% 4.3% 60.4% 6.4% 

70 歳代以上 7.3% 40.8% 48.1% 38.4% 4.5% 42.9% 9.0% 

50 歳代以上 4.4% 38.2% 42.5% 46.4% 4.5% 50.9% 6.6% 

 
設問３）健康について考える機会が増えましたか？ 

 目標）全ての人が健康的な生活を送るための情報を提供します。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

増えた 44.9% 47.6% 48.4% -2.8% -3.5% 

どちらかといえば増えた 46.7% 43.1% 42.7% 3.6% 4.0% 

プラス評価 91.6% 90.8% 91.1% 0.8% 0.5% 

あまり増えていない 8.0% 8.2% 7.6% -0.2% 0.4% 

増えていない 0.4% 1.0% 1.3% -0.6% -0.9% 

ﾏｲﾅｽ評価 8.4% 9.2% 8.9% -0.8% -0.5% 

無回答 0.7% 1.1% 1.0% -0.4% -0.3% 

 
・組合員の健康への関心の強さを聞く設問です。 

 ・「増えた」、「どちらかといえば増えた」を合わせると 91.6％となり、毎回 9 割強の方が

健康への関心が増したと回答しています。 
 ・年代別を見ると、30 歳代と 40 歳代、50 歳代と 60 歳代で明確な変化があり、年代で大

きな変化が出てきています。 
 
＜年代別回答状況＞ 

  増えた 
どちらかといえ

ば増えた 
増える傾向 

あまり増えて

いない 
増えていない 

増えていない 

傾向 

20 歳代以下 25.0% 75.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

30 歳代 40.0% 45.0% 85.0% 15.0% 0.0% 15.0% 

40 歳代 34.5% 54.5% 89.1% 9.1% 1.8% 10.9% 

50 歳代 36.1% 52.9% 89.1% 10.9% 0.0% 10.9% 

60 歳代 47.1% 46.6% 93.7% 6.3% 0.0% 6.3% 

70 歳代以上 51.0% 41.3% 92.3% 7.0% 0.7% 7.7% 
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設問４）食べ物の大切さを意識する気持ちが社会にひろがっていると感じますか？ 
 目標）食品ロスを減らす仕組みをつくります。  

 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

感じる 16.0% 16.4% 20.5% -0.4% -4.5% 

どちらかといえば感じる 49.9% 46.6% 46.6% 3.3% 3.3% 

プラス評価 65.9% 63.0% 67.1% 3.0% -1.2% 

あまり感じない 31.8% 34.0% 29.7% -2.2% 2.1% 

感じない 2.2% 3.0% 3.2% -0.8% -0.9% 

ﾏｲﾅｽ評価 34.1% 37.0% 32.9% -3.0% 1.2% 

無回答 0.7% 2.1% 1.7% -1.4% -1.0% 

 
・食べ物を大切にする意識が社会的に広がっているか、高まっているかを計る設問です。 

 ・傾向はこれまでと変わりません。約 66%の方が食べ物を大切にする気持ちが社会的に広

がってきていると感じています。 
 ・年代別では 40 歳代以下と 50 歳代以上で大きく分かれます。 
  
 ＜年代別回答状況＞ 

  感じる 
どちらかと 

いえば感じる 
プラス 

あまり 

感じない 
感じない マイナス 

20 歳代以下 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 

30 歳代 25.0% 47.5% 72.5% 27.5% 0.0% 27.5% 

40 歳代 25.5% 49.1% 74.5% 18.2% 7.3% 25.5% 

40 歳代以下 24.2% 48.5% 72.7% 23.2% 4.0% 27.3% 

50 歳代 10.9% 55.5% 66.4% 31.1% 2.5% 33.6% 

60 歳代 13.0% 52.8% 65.8% 32.6% 1.6% 34.2% 

70 歳代以上 17.5% 45.6% 63.2% 34.7% 2.1% 36.8% 

50 歳代以上 14.8% 50.1% 64.9% 33.4% 2.0% 35.5% 

 

 

（３）ビジョン３：すべての人への配慮や思いやりを大切にします。 
設問１）コープみえの商品やサービスを気持ちよく利用できていますか？ 

 目標）だれもが利用しやすい仕組みをつくります。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

できている 53.6% 56.1% 56.7% -2.6% -3.1% 

どちらかといえば 

できている 
42.1% 39.8% 38.1% 2.3% 4.0% 

プラス評価 95.7% 95.9% 94.7% -0.3% 0.9% 

あまりできていない 3.9% 3.8% 4.6% 0.1% -0.6% 

できていない 0.4% 0.2% 0.7% 0.2% -0.3% 

ﾏｲﾅｽ評価 4.3% 4.1% 5.3% 0.3% -0.9% 

無回答 0.4% 0.5% 0.8% -0.1% -0.4% 
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・組合員のコープみえのシステムに対しての満足度を計る設問です。 
 ・プラス評価は大きな変化はありませんが、「できている」という積極的に評価いただく

方は 2.6％減少しました。 
・地域別では、伊賀で「できている」との高い評価が 70%を超えています。 

 ・宅配事業部調査の対面率との相互関係を見てみましたが、対面率の高低と満足度の相関

関係はないようでした。 
 

  対面率 
できてい

る 
どちらか 

プラス評

価 
あまり 

できてい

ない 

マイナス

評価 

桑名 20.7% 50.4% 46.0% 96.5% 2.7% 0.9% 3.5% 

四日市 19.7% 51.1% 42.0% 93.1% 6.1% 0.8% 6.9% 

鈴鹿 27.1% 43.2% 51.1% 94.3% 4.5% 1.1% 5.7% 

津 18.4% 51.7% 45.8% 97.5% 2.5% 0.0% 2.5% 

松阪 25.2% 54.1% 41.4% 95.5% 4.5% 0.0% 4.5% 

伊勢 17.5% 62.7% 33.3% 96.1% 0.0% 3.9% 3.9% 

紀北 32.1% 56.3% 37.5% 93.8% 6.3% 0.0% 6.3% 

伊賀 20.3% 70.8% 22.2% 93.1% 5.6% 1.4% 6.9% 

みえ計 21.9% 53.8% 41.8% 95.6% 4.0% 0.4% 4.4% 

 
 設問２）自らすすんで地域の人に声かけができていると思いますか？ 
 目標）気持ちがよいあいさつを心がけ「まち」の治安に貢献します。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

できている 11.2% 12.7% 11.2% -1.5% 0.0% 

どちらかといえ

ばできている 
34.7% 37.1% 33.2% -2.4% 1.4% 

プラス評価 45.9% 49.8% 44.5% -3.9% 1.5% 

あまりできてい

ない 
43.5% 38.5% 40.3% 5.0% 3.2% 

できていない 10.5% 11.7% 15.2% -1.1% -4.7% 

ﾏｲﾅｽ評価 54.1% 50.2% 55.5% 3.9% -1.5% 

無回答 0.8% 1.0% 0.9% -0.2% -0.1% 

 
・地域で声かけやあいさつを自分からできているかを聞く設問です。 

 ・前回増えたプラス評価が、今回は減少しました。 
 

  できている どちらか プラス評価 あまり 
できてい

ない 

マイナス評

価 

桑名 7.1% 34.8% 42.0% 42.9% 15.2% 58.0% 

四日市 9.0% 30.6% 39.6% 45.5% 14.9% 60.4% 

鈴鹿 10.1% 39.3% 49.4% 42.7% 7.9% 50.6% 

津 11.1% 31.6% 42.7% 48.7% 8.5% 57.3% 

松阪 14.7% 32.8% 47.4% 40.5% 12.1% 52.6% 

伊勢 13.5% 40.4% 53.8% 44.2% 1.9% 46.2% 

紀北 6.3% 50.0% 56.3% 43.8% 0.0% 43.8% 

伊賀 18.4% 36.8% 55.3% 36.8% 7.9% 44.7% 
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設問３）助け合いの輪がひろがって地域が明るくなったと感じますか？ 
 目標）地域のつながりをつくることで、地域の困窮へのたすけあいの輪を広げます。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

感じる 3.0% 4.4% 4.1% -1.4% -1.2% 

どちらかといえ

ば感じる 
25.9% 28.0% 26.8% -2.0% -0.9% 

プラス評価 28.9% 32.4% 31.0% -3.5% -2.1% 

あまり感じない 63.1% 59.1% 57.5% 4.0% 5.7% 

感じない 8.0% 8.6% 11.6% -0.6% -3.6% 

ﾏｲﾅｽ評価 71.1% 67.6% 69.0% 3.5% 2.1% 

無回答 2.2% 2.2% 1.9% 0.0% 0.3% 

 
・地域で相互扶助の動きが活発化しているかを聞く設問です。 

 ・プラス評価が前回から減少し 30%を切りました。設問２）も減少傾向であり、地域のつ

ながりが希薄化していることを感じる結果となりました。桑名、鈴鹿、津の 3 地域で

25％を切っています。 
 

  感じる どちらか 
プラス 

評価 
あまり 感じない 

マイナス

評価 

桑名 1.9% 22.2% 24.1% 64.8% 11.1% 75.9% 

四日市 2.3% 28.0% 30.3% 62.9% 6.8% 69.7% 

鈴鹿 2.2% 22.5% 24.7% 65.2% 10.1% 75.3% 

津 1.7% 22.9% 24.6% 66.9% 8.5% 75.4% 

松阪 6.1% 24.6% 30.7% 61.4% 7.9% 69.3% 

伊勢 4.0% 28.0% 32.0% 64.0% 4.0% 68.0% 

紀北 6.7% 26.7% 33.3% 66.7% 0.0% 66.7% 

伊賀 2.7% 36.0% 38.7% 54.7% 6.7% 61.3% 

 
 

設問４）介護や子育てで悩みを持っている人が困りごとを相談する場が地域にあると思い

ますか？ 
目標）育児、介護で悩んでいる人へのサポートをすすめます。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

思う 12.1% 11.7% 13.6% 0.4% -1.5% 

どちらかといえ

ば思う 
39.3% 40.7% 36.6% -1.3% 2.7% 

プラス評価 51.4% 52.4% 50.2% -0.9% 1.3% 

あまり思わない 41.5% 40.9% 40.7% 0.6% 0.8% 

思わない 7.1% 6.7% 9.1% 0.4% -2.0% 

ﾏｲﾅｽ評価 48.6% 47.6% 49.8% 0.9% -1.3% 

無回答 1.9% 2.1% 2.6% -0.2% -0.6% 
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・地域で介護や子育てをフォローする場所、機会、機能について聞く設問です。 
・年代別では 30 歳代のみプラス評価が非常に高いことを除いては、差は出ていません、

地域別では紀北が特に高いですが、桑名、伊勢は前回に続いてプラス評価が多く、津は

前回に続いてプラス評価が 50%を切っています。 
 

  思う 
どちらかと 

いえばある 
プラス評価 

あまり 

思わない 
思わない マイナス評価 

桑名 10.9% 44.6% 55.4% 37.6% 6.9% 44.6% 

四日市 11.4% 36.4% 47.7% 43.9% 8.3% 52.3% 

鈴鹿 12.2% 37.8% 50.0% 42.2% 7.8% 50.0% 

津 7.7% 35.9% 43.6% 49.6% 6.8% 56.4% 

松阪 15.8% 39.5% 55.3% 36.0% 8.8% 44.7% 

伊勢 8.3% 50.0% 58.3% 35.4% 6.3% 41.7% 

紀北 37.5% 43.8% 81.3% 18.8% 0.0% 18.8% 

伊賀 14.5% 40.8% 55.3% 38.2% 6.6% 44.7% 

 
  思う 

どちらかと 

いえばある 
プラス評価 

あまり 

思わない 
思わない マイナス評価 

20 歳代以下 0.0% 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% 50.0% 

30 歳代 12.5% 57.5% 70.0% 22.5% 7.5% 30.0% 

40 歳代 13.0% 37.0% 50.0% 40.7% 9.3% 50.0% 

50 歳代 9.2% 42.0% 51.3% 41.2% 7.6% 48.7% 

60 歳代 9.0% 41.8% 50.8% 46.0% 3.2% 49.2% 

70 歳代以上 15.7% 33.9% 49.6% 41.8% 8.6% 50.4% 

 
 
 
設問５）ジェンダーや障がいを気にせず、あらゆる人が活躍できる社会になっていると思

いますか？ 
目標）ジェンダー平等、障がいのある人をはじめ、あらゆる人が活躍できる場所をつくり

ます。 
 

  
2024

年度 

2023

年度 

2022

年度 
24-23 24-22 

思う 3.1% 3.5% 3.7% -0.4% -0.5% 

どちらかといえば思う 23.4% 23.8% 23.1% -0.4% 0.3% 

プラス評価 26.5% 27.3% 26.8% -0.8% -0.2% 

あまり思わない 62.3% 60.4% 58.3% 1.9% 4.1% 

思わない 11.1% 12.2% 15.0% -1.1% -3.9% 

ﾏｲﾅｽ評価 73.5% 72.7% 73.2% 0.8% 0.2% 

無回答 2.4% 1.6% 1.8% 0.7% 0.6% 

 
・ジェンダーや障がいに対する社会の理解を問う設問です。 
・傾向として大きな変化はありませんが、過去 3 回で最もプラス評価が少ない状況から、

徐々に後退している印象です。 
・年代別で見ると、40 歳代以降でプラス評価が大きく減る状況となっています。 
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  思う どちらか プラス あまり 思わない マイナス 

20 歳代以下 0.0% 50.0% 50.0% 25.0% 25.0% 50.0% 

30 歳代 7.5% 35.0% 42.5% 47.5% 10.0% 57.5% 

40 歳代 1.9% 24.1% 25.9% 59.3% 14.8% 74.1% 

50 歳代 1.7% 25.2% 26.9% 57.1% 16.0% 73.1% 

60 歳代 2.1% 20.9% 23.0% 64.2% 12.8% 77.0% 

70 歳代以上 3.9% 21.9% 25.8% 66.7% 7.5% 74.2% 

 
第 3 回アンケートからわかってきたこと 
 ・「地元産物の認知」「県内各生協の連携」「地域におけるつどいの場」は 3 回連続でプラ

ス評価が増えています。また「地元産物の認知」「地産地消の意識」「県内生協の連携」

「地域におけるつどいの場」は、第 1 回からプラス評価が大きく増えています。これら

はすべてビジョン１の目標であり。「安心してくらし続けられる地域社会づくり」につ

いては、良くなってきているという結果となっています。 
・3 回連続してプラス評価が減っているのは「子どもたちのバランスの良い食事」のみと

なっています。この設問は無回答も多く、子どもの生活実態を知らないと答えにくい側

面はありますが、実際に子育てに関与していると思われる 40 歳代ぐらいまでは良好な

評価となっています。 
 ・第 2 回から 3 ポイント以上プラス評価が減っているのは「地域での声掛け」「助け合い

の輪」となっています。この 2 つが属するビジョン 3 は、すべての目標で前回よりもプ

ラス評価が下がっており、「すべての人への思いやりを大切にします」という点では、

懸念される点が多いのかもしれません。フリー記入でも物価高騰による「生活の苦しさ」

「今後への不安」を書かれている方もあり、他者への配慮を行う余裕がなくなってきて

いる可能性があります。 
 
 ＜設問別 プラス評価とマイナス評価の推移＞ 
  第 3 回（2024） 第 2 回（2023） 第 1 回（2022） 24-23 24-22 

プラス ﾏｲﾅｽ プラス ﾏｲﾅｽ プラス ﾏｲﾅｽ プラス ﾏｲﾅｽ プラス ﾏｲﾅｽ 

ビ
ジ
ョ
ン
１ 

①トラック 63.4% 36.6% 65.9% 34.1% 61.3% 38.7% -2.5% 2.5% 2.1% -2.1% 

➁地元産物 80.3% 19.7% 78.0% 22.0% 73.4% 26.6% 2.3% -2.3% 6.9% -6.9% 

③地産地消意識 77.2% 22.8% 78.1% 21.9% 70.9% 29.1% -0.9% 0.9% 6.3% -6.3% 

④県内生協 59.7% 40.3% 56.2% 43.8% 51.0% 49.0% 3.5% -3.5% 8.7% -8.7% 

⑤集いの場 42.7% 57.3% 42.0% 58.0% 39.4% 60.6% 0.7% -0.7% 3.3% -3.3% 

⑥平和 65.6% 34.4% 64.8% 35.2% 65.9% 34.1% 0.8% -0.8% -0.3% 0.3% 

ビ
ジ
ョ
ン
２ 

①安全・安心 93.4% 6.6% 95.2% 4.8% 95.2% 4.8% -1.8% 1.8% -1.8% 1.8% 

➁ﾊﾞﾗﾝｽ良い食事 47.9% 52.1% 48.5% 51.5% 49.4% 50.6% -0.6% 0.6% -1.5% 1.5% 

③健康 91.6% 8.4% 90.8% 9.2% 91.1% 8.9% 0.8% -0.8% 0.5% -0.5% 

④食べ物大切 65.9% 34.1% 63.0% 37.0% 67.1% 32.9% 2.9% -2.9% -1.2% 1.2% 

ビ
ジ
ョ
ン
３ 

①商品・サービス 95.7% 4.3% 95.9% 4.1% 94.7% 5.3% -0.2% 0.2% 1.0% -1.0% 

➁声掛け 45.9% 54.1% 49.8% 50.2% 44.5% 55.5% -3.9% 3.9% 1.4% -1.4% 

③助け合いの輪 28.9% 71.1% 32.4% 67.6% 31.0% 69.0% -3.5% 3.5% -2.1% 2.1% 

④悩み相談 51.4% 48.6% 52.4% 47.6% 50.2% 49.8% -1.0% 1.0% 1.2% -1.2% 

⑤ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ・障がい 26.5% 73.5% 27.3% 72.7% 26.8% 73.2% -0.8% 0.8% -0.3% 0.3% 
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フリー回答 
 理念ビジョンに関して感じていることをフリーで回答いただきました。 
 おおまかに分類してあります。 
    

ビジョンに対しての評価 

好意的・期待   
ＷＥＢ 伊賀 50 その時になって､無理やり辻褄が合わせにならないようにしたく思う 

ＷＥＢ 伊勢 50 ヴィジョンについて、私に何が出来るか？提案をお願いします 

ＷＥＢ 伊勢 60 笑顔が輝く くらし そうなるのが理想ですね。 

紙 伊勢 60 
一次産業が次世代の人達にとって魅力を感じられる仕事、ビジネスになればと思いま

す（ビジョン２に関して） 

紙 伊勢 70 
私自身も他の活動で 2030 年をめざして日々生活しております。「つながりあう安心、笑

顔が輝く くらし」に一人一人の教育、社会意識が必要と考える。 

紙 伊勢 70 少しずつだけど良くなっていると思います。 

ＷＥＢ 紀北 60 短い言葉で、ストンと胸にハマるといいな やろうとしてることは 最高に 支持してる 

ＷＥＢ 紀北 50 実際どうなのかと思うところがある 

紙 紀北 70 
安心、健康、思いやりある暮らしを誰もが願っていると思います。皆が参加しやすい企

画をたくさんお願いします。生産者との交流などは、生協ならではと思います。 

ＷＥＢ 桑名 60 
難しいことだとは思うけれど、できる限りそうなれば良い。しかし平和の声より戦争や紛

争に備えるとか危うい利己的なうねりが増えそう。 

ＷＥＢ 桑名 70 始めて知りました。今後意識して過ごしていきたいと思います。 

ＷＥＢ 鈴鹿 50 「こうあるべき」ではなく、自ら選び取れる社会になって欲しい 

ＷＥＢ 鈴鹿 50 理想は叶えられることはないかもしれないが、努力して支え合うことが大切だと思う 

ＷＥＢ 鈴鹿 60 
全て大事な事だと思います。自分も含め一昔前に比べてかなり意識が上がってきてい

ると感じます。 

ＷＥＢ 鈴鹿 70 
ビジョン③の助け合いやささえあうことが大事と思います。私も少し障がいのある人の

ボランティアを始めました。 

ＷＥＢ 津 60 

生活、経済的な差が次世代の子どもたちに影響して、充分に夢や希望に向かっ進めな

い子どもたちがいたとしたら、つらいことだなと感じます。理念ビジョンがかなうよう私た

ちのまわりでささいなことでも参加取り組みできることを考え実行することが大切なの

ですね。 

紙 津 70 

年齢を重ねるたびにご近所さん始め、地域の人達との交流の大切さを痛感していま

す。一人一人の幸せなくらしは、社会のつながり無しでは成り立ちません。コープみえ

の素晴らしい理念に同感です。平和な社会を未来に引き継いで、世界を平和にしなけ

ればいけないと思います。 

紙 津 70 多方面に亘るビジョンに期待します。 

紙 津 70 皆が安心して暮らせる普通の生活ができる社会になってほしい。 

ＷＥＢ 松阪 60 理念 ビジョンを意識する機会にもなり このアンケートは良かったと思った 

紙 松阪 60 
理念やビジョンについては共感しますが、いざ実現となると個の力では難しい部分が

大きいです。コープの活動がもっと広く浸透していけば良いと思います。 

ＷＥＢ 松阪 60 
その頃優しさを受ける側の年代だとつくづく思う  今出きることをやらなければ  ファイ

ト 

紙 松阪 70 

この地域では一人暮らしの高齢者が多くいて、つながりあう安心、笑顔よりも精神的に

孤立し 2030 年もつながっていなく希望や輝きのあるくらしはなかなか難しいと思いま

す。理想はコープみえの理念を実行したいです。 

ＷＥＢ 四日市 50 
より良い地域を考える事は大切だと思います。自分たちに何が出来るかを考える良い

きかいになればと感じます。 
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ＷＥＢ 四日市 50 

商品利用や募金など、当たり前のような事で構わないので、そういった事が理念ビジョ

ンの達成につながるという事を認識する機会をつくることが、理念ビジョンを組合員が

意識するためには必要と思います。 

ＷＥＢ 四日市 60 あまり意識しなくても、自然に生活していることが繋がっていければいい 

紙 四日市 70 
皆さんがビジョンについて努力されたと思っている。私はできる限り努力したつもりで

す。 

    
批判的・懐疑的・疑問・知らない 

ＷＥＢ 伊賀 70 理想とギャップ 物化が上がり生活するのが大変になって 他人事のように感じる。 

紙 伊賀 70 組合員に頼りすぎ。いろいろなことで、コープの人が広げてください。 

紙 伊勢 70 
理念・ビジョンとは何ですか、どういうことかわからないし、知らないのに書くことができ

ません。 

ＷＥＢ 紀北 50 実際どうなのかと思うところがある 

ＷＥＢ 桑名 40 

問題を意識して行動しないと、自分のことだけで精一杯になってしまいます。どれだけ

の方が、自分以外について心を向ける余裕があるのか…礼節を知るにはある程度の

金銭的余裕も必要です。奉仕作業が罰ゲームと言われたり、売名行為だとヤジを飛ば

す世の中では、優しさの循環ができにくく、苦しい。志ある人が傷つかない世界にして

いきたいです。 

ＷＥＢ 津 40 何をすれば、協力できるのかが分からない 

ＷＥＢ 津 60 なかなか理想通りにはいかないと思う 

紙 津 70 理念・ビジョンって知らないよ。何が書いてあるのか特集号を作って配るべきだ。 

紙 津 70 2030 年に向けて、どういった取り組みをしていくのか詳しい事を知りません。 

ＷＥＢ 松阪 70 

つながり合うと言うことの大切さは誰もが思うことです 特に災害があるとさらに意識は

高まります その時にどれほどつながりが人を強くさせるかも良くわかります。このスロ

ーガンのようになればいいと思いますが現実はなかなか反対のことの方が多いように

思います 

ＷＥＢ 四日市 50 何かできればいいとは思うんですができてないみたい 

ＷＥＢ 四日市 50 
現在、2030 年理念と言われて何を示すことなのか、具体的に挙げられる人は少ないと

思う。私も含めて、理念の根本的理解と周知を先ずするべきではないかと考える。 

ＷＥＢ 四日市 60 
理念やビジョンを持つことは大切です。でも、問題が複雑多岐で目指すことに困難を感

じます。 

食の安全・食と健康  

紙 伊賀 70 

ＣＯＯＰに加入して約 40 年、今では夫も「これ生協？」とたずね、気にするようになりま

した。特にハム・ウインナーは市販品は価格関係なく買いません。ハム・ウインナーの

頂き物は、長らく冷蔵庫にあり、そのうち期限切れとなります。商品の裏書きいつも見

てしまいます。 

ＷＥＢ 伊勢 70 
食材の人体に及ぼす安全性などを一般人が評価できるような調査を続行して公表す

るシステムを開発して欲しい。 

紙 伊勢 70 
ＷＥＢ回答はできない。生協では安全安心なものを選んでいるが、そうじゃないものも

多い。テレビでは食べまくる映像ばかり。食べられない人はどんな気持ちなんだろう。 

ＷＥＢ 桑名 60 
よりよい「食と健康」のあるくらしを１番に生協さんには希望して購入してますので宜しく

お願いします 

ＷＥＢ 桑名 60 「食と健康」、「すべての人への配慮」に、特に興味深く感じ、また期待しています 

ＷＥＢ 桑名 70 

商品が生協の基準を満たしているかどうかのチェック機能を丁寧に行なっているかの

かな？と感じています。業者任せになってませんか？行っている事の案内を組合員に

わかりやすく知らせてほしい。 

紙 桑名 70 

生協商品をきちんと組合員に届ける工夫をしていますか？以前のように何をどのよう

に努力されているのか教えてください。生協の検査（チェック）が甘く、色々なことが劣っ

てきているように思います。 
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紙 桑名 70 
少しでも安全安心なものを買いたいです。取り扱ってほしい。近くに生協の店があると

いいなぁと思います。 

ＷＥＢ 鈴鹿 70 
生協商品について価格では、大手に比べて割高では有るが、中身の点をもっと宣伝

し、添加物の無い商品を広めて欲しい 一般商品棚に陳列する程に 

ＷＥＢ 津 70 

私たちの食糧が確保できるか心配です。国が自給率を上げる事を考えてもらいたい。

国に言っているだけではダメだから、生産者と消費者を繋げる生協の活動が大事だと

思います。 

紙 津 70 
前に利用していた時には国産のものがたくさんあったが、最近は外国産のものが多

い。ほとんど国産のものを買っている。 

ＷＥＢ 松阪 60 

生協を始めて 40 年位になりますが、当初は安心安全な物が沢山あったので加入しま

したが、最近は添加物、減農薬使用の野菜等が扱われていて残念に思います。自然

栽培の野菜を作っている人が増えてきたと言うことは農薬は食べ続けると体に有害だ

と言うことの裏付けのように感じます。添加物も表示しなくてもいい項目があり、恐ろし

い現実です。将来のある子供達の事も考えて、2030 年に向けて本当に体にいい物を

扱う、生協さんでしか出来ない取り組みをして欲しいと思います。 

紙 松阪 60 平和な社会→健康から→それは食から→ＣＯＯＰみえ 

紙 松阪 70 
食育を法律にまでされた服部先生が亡くなられました。今更ながら食を大切にしていこ

うと思います。 

紙 四日市 60 

3 つのビジョンの中の『よりよい「食と健康」のあるくらしをめざすのについて：組合員の

中にも様々な病気をお持ちの方や生活習慣病にならないよう気をつけておられる方が

いると思います。「ヘルシーコープ」の項には、様々な栄養素がとれる食品や塩分が減

らせる食品がありますが、たんぱく制限、カリウム制限、リンが少ない食品等も考えて

ほしいです。 

紙 四日市 60 

ビジョン２の①について、問題がある添加物が、基準をクリアしているということで使わ

れていますが、その１品だけを食べるわけではないので、１度に 10 品を毎日食べても

大丈夫なのか不安です。できるだけ無添加のもの、国産小麦を使った主食のパンや冷

凍食品を探していますが、本当に数が少ないと思います。安全安心なものをもっと増

やしてください。グループ内の人が、若いのにガンで亡くなったり、何人か入院してやめ

られたりしています。もっと食べ物を見直すべきだなぁと強く感じています。 

紙 四日市 70 

以前アジフライ（完成品冷凍）を買ったのですが、身が薄くておいしくなくてがっかりした

ことがあります。社会に出回ている発ガン性物質の添加物を含まない安全な商品を望

んでいます。週１回商品を自宅に届けてくれてありがたいです。 

紙 四日市 70 

やっぱり生協！！と思わせるような商品が少なくなってきてると思う。食の安全性につ

いて若いお母さん方にしっかり考えてほしい！！未来を支える子供たちのために。添

加物日本、世界一汚名返上。 

紙 四日市 70 

30 年ぐらい前と比べると生協ならではの商品が少なくなっている。無添加など安心な

食品等。肉、魚なども大容量の商品が多く、使いにくい。衣料品のセンスが悪い。原発

反対の行進がなくなったのはなぜでしょう。 

    
平和    
紙 伊賀 70 平和行進に若い人をぜひ！ 

紙 伊勢 60 
日々いろいろなことが起こっていても、日本は世界の中で安心・安全な国だと思いま

す。それが未来まで続きますように！ 

紙 伊勢 70 
人権、環境、すべてを失うのは「戦争」です。広く、力強い生協だからこそ、大きい平和

運動に、力強く期待しています。 

ＷＥＢ 桑名 70 平和で穏やかな世界 

紙 鈴鹿 60 

今年ほど温暖化をひしひしと感じた年はありません。昨年までは必要かどうか考えな

がら使っていたエアコンも、今年は考える余地もないほどで、ますます温暖化に加担し

てしまっている自分が情けないです。政府は何も感じないのでしょうか。平和について
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も、ずっと平和であってほしいと願っているのに、沖縄にどんどん自衛隊が入り込み、

武器はいっぱい買う。ピースウォークで生協さんに会うとホッとします。 

紙 津 70 

年齢を重ねるたびにご近所さん始め、地域の人達との交流の大切さを痛感していま

す。一人一人の幸せなくらしは、社会のつながり無しでは成り立ちません。コープみえ

の素晴らしい理念に同感です。平和な社会を未来に引き継いで、世界を平和にしなけ

ればいけないと思います。 

ＷＥＢ 松阪 60 

平和が脅かされていると感じることが増えています。平和は守ろうとしなければ失われ

てしまうことを心に留めて行動したいと思います。人口は減り高齢化が進むエリアに住

む者として将来には不安を抱いています。助け合う地域と唱えてるだけではダメで、自

分に何ができるのか考えたいです。 

ＷＥＢ 四日市 60 
これから高齢者が増える社会になる。政府は防衛費にお金をかけるより、福祉、教育

に予算を増やす方が暮らしやすい社会になると思う。 

ＷＥＢ 四日市 50 
ノーベル平和賞を取ったので核のない社会をもっと広めてもいいんじゃないでしょう

か。ジェンダーレスで障害者に優しい社会を目指せたら良いと思う。 

ＷＥＢ 四日市 60 不均衡を無くし、争いのない平和な社会の実現に尽力してほしい 

ＷＥＢ 四日市 60 平和で安心できる社会になってほしい 

ＷＥＢ 四日市 60 子供や孫たちが平和で食べ物にも困らず住みよい世の中に生きて欲しい。 

    
地域・つながり 

紙 伊賀 70 

若い方も高齢者も働いている方が多く、平日に顔をあわせる事が少なくなっています。

隣近所の和も希薄さを感じることが多いです。温暖化で最高に暑い日が続き、これか

ら食物が育つのかと心配しながら助け合える仲間として、生協はいつもありがたい存

在です。 

ＷＥＢ 桑名 60 高齢者が増えるので、地域で助け合いがもっと必要と思います。 

ＷＥＢ 桑名 60 悲しく辛いニュースが多い中、思いやりのある社会になっていって欲しいです。 

紙 桑名 60 
コープを通じて関係性のある人たちとは良い関係を感じますが、地域となるとあまり感

じません。 

ＷＥＢ 桑名 70 

昔の様に、隣近所や町内の方々との交流や触れ合いがかなり減ってきた事も、地域社

会作りに無理が出てきた様に感じます。また、それだからこういった活動が強いられる

のかなとも感じます。気軽な生活洋式は遠ざかるばかりだと寂しくなります。 

ＷＥＢ 鈴鹿 60 
地域のつながりが希薄になり理念と真逆の世の中になりつつあるのが不安で哀しいで

す 

紙 津 60 

グループで配達をお願いしていて、配達の日は仲間に会える楽しみの日になっていま

す。しかし白山町でも個人宅配が増えてきているのではないでしょうか。地域の方と話

す機会も以前と比べて減っているのでさみしいことです。よりよい「食と健康」について

は、良い商品と正しい情報の発信を引き続きお願いします。 

紙 津 70 

年齢を重ねるたびにご近所さん始め、地域の人達との交流の大切さを痛感していま

す。一人一人の幸せなくらしは、社会のつながり無しでは成り立ちません。コープみえ

の素晴らしい理念に同感です。平和な社会を未来に引き継いで、世界を平和にしなけ

ればいけないと思います。 

紙 津 70 集いの場があっても足がない 

ＷＥＢ 松阪 30 
集まる場はあると思うが、忙しいこと、人と関わることが面倒なので、集まりたいと思い

ません。情報だけ発信して、必要な物を選択して見れると良いです。 

ＷＥＢ 松阪 40 
もっと、地域の高齢者と子供達や、年齢を問わず色々な世代がコミュニケーションをと

れる社会になって欲しい 

ＷＥＢ 松阪 60 地域の関わりが増えてきているように思います。挨拶することが増えましたから。 

ＷＥＢ 松阪 60 
平和が脅かされていると感じることが増えています。平和は守ろうとしなければ失われ

てしまうことを心に留めて行動したいと思います。人口は減り高齢化が進むエリアに住
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む者として将来には不安を抱いています。助け合う地域と唱えてるだけではダメで、自

分に何ができるのか考えたいです。 

ＷＥＢ 松阪 70 

つながり合うと言うことの大切さは誰もが思うことです 特に災害があるとさらに意識は

高まります その時にどれほどつながりが人を強くさせるかも良くわかります。このスロ

ーガンのようになればいいと思いますが現実はなかなか反対のことの方が多いように

思います 

紙 松阪 70 外へ出ることが少ないのでわからないことが多い。 

紙 松阪 70 

この地域では一人暮らしの高齢者が多くいて、つながりあう安心、笑顔よりも精神的に

孤立し 2030 年もつながっていなく希望や輝きのあるくらしはなかなか難しいと思いま

す。理想はコープみえの理念を実行したいです。 

ＷＥＢ 四日市 50 
より良い地域を考える事は大切だと思います。 

自分たちに何が出来るかを考える良いきかいになればと感じます。 

ＷＥＢ 四日市 50 

あまり社交的ではないのでいろいろな集いの場に行けていませんが、この先自然災害

などで被災し、もし自分が無事だったら、地域の方々と復興に向けてしっかり活動した

いと思っています。 

紙 四日市 60 

地域：車を持っていない人でも自転車、徒歩でも行ける場所に病院ができている（高齢

化になっているので安心）。スポーツの日など行事に合わせたイベントが年齢問わず

参加できるように変わってきたと感じる。 

紙 四日市 70 地域の輪の広がり、特に高齢者の場合、場所がない。 

紙 四日市 70 
高齢になり、若い人たちとの交流がほとんどなく、地域活動を知る機会も少ないので、

自分の考えのみの答えになっています。 

    
高齢    

ＷＥＢ 桑名 60 

年齢を重ねてくると、何らかの不安や、やりきれない思いはあると思いますが、地域の

人に相談といえども、昔ながらの、世間の噂好きな方々も見えて、そこまでは出来ない

と思い、言わないのがいいと、考えてます。でも、困った時は助け合いの気持ちで過ご

しています。 

ＷＥＢ 桑名 60 高齢者が増えるので、地域で助け合いがもっと必要と思います。 

紙 桑名 70 80 歳です。私は洋服下着のカタログが毎週楽しみです。 

紙 桑名 70 

介護の経験があるので、お世話になり大変助かりました。７０歳代後半になり、周りの

ことより自分のことでいっぱいです。冷凍食品が多く慣れないですが、買い物にいけな

くなると注文することが多くなりそうです。重いものほど助かっています。 

ＷＥＢ 鈴鹿 70 
歳を重ねると、できないことがふえ、生協で買い物ができ助かっています。スーパーで

も宅配してもらえますが、ゆっくり選べるので助かります。 

紙 松阪 70 
高齢にて外出もままならず、週 1 回の配達が食と健康につながり、安心して生活する

ことができ、ありがたく思っています。 

紙 松阪 70 

高齢者のため、車の免許証返上。スーパーが遠いので、大きなものは全てコープに注

文、とても助かっています。配達してくださるドライバーの方の親切丁寧な対応に感

謝！ 

紙 松阪 70 

80 歳をとうに過ぎた私を、グループの方は気持ちよく仲間にしていただき、ｶｺﾞを車まで

運んでくださって、うれしく思っています。宅配も考えましたが、配達のお兄さん、グル

ープの方とお会いできるのが楽しみです。2030 年になっても、こんな良い関係のグル

ープがたくさんあってほしいです。 

紙 松阪 70 

この地域では一人暮らしの高齢者が多くいて、つながりあう安心、笑顔よりも精神的に

孤立し 2030 年もつながっていなく希望や輝きのあるくらしはなかなか難しいと思いま

す。理想はコープみえの理念を実行したいです。 

紙 松阪 70 

夫婦とも 80 代です。各々に病を抱え、さらに障がい者である娘を養っています。外に

出る機会はなく、自分たちの生活で精一杯ですが、弱者への介護保険制度は、身近に

ありがたく感じています。 
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紙 四日市 70 

コープに入り 30 年近くなります。私も 85 才、主人は 90 才となり、コープのない生活は

考えられなくなりました。近所も 70 才以上の方が多くなり、皆さんの話も買い物の話に

なります。近くのお店もなくなり、不便になりました。高齢者の食生活も考えて頂き、頑

張って続けて頂きますよう、お願いいたします。 

紙 四日市 70 地域の輪の広がり、特に高齢者の場合、場所がない。 

紙 四日市 70 
高齢になり、若い人たちとの交流がほとんどなく、地域活動を知る機会も少ないので、

自分の考えのみの答えになっています。 

    
多様性・相互理解  

紙 伊賀 70 子供、高齢者が安心して暮らせる社会を望みます。 

ＷＥＢ 伊勢 50 障がい者が 1 人でも暮らしやすい世の中になっていることを願います。 

ＷＥＢ 桑名 50 
高齢化が進んでいく中で高齢者の孤立防止、子育て世代の支援等にコープが果たす

役割に期待したいです 

ＷＥＢ 桑名 50 
子供達やお年寄りの方をはじめ、あらゆる世代の小さな声（悩み）を打ち明けられる場

所があると良くなるかもしれませんね。 

ＷＥＢ 桑名 60 
どんどん高齢社会になり、高齢者にも、若い人、子供達にも行き届いた地域活動やサ

ービスが増え、取り組みが広がって行くことを願います。 

ＷＥＢ 桑名 60 悲しく辛いニュースが多い中、思いやりのある社会になっていって欲しいです。 

ＷＥＢ 鈴鹿 50 

障害、年齢、性別、国籍などに関係なく誰もが助け合う社会を希望しています。子ども

の手が離れると社会から取り残されていくような感覚になることがあります。生活のた

めに高齢になっても働きつづける社会には不安も感じます。身近な地域の中でつなが

りあう安心が感じられるような社会になってほしいです 

ＷＥＢ 鈴鹿 60 すべての人への配慮や思いやりを大切にできると嬉しいです。 

ＷＥＢ 津 30 
子供がティーンエイジャーになっているため、学びやすい、育ちやすい世の中で居てほ

しい。 

ＷＥＢ 津 30 
子どもから高齢者まで、生活しやすい世の中になってほしい。フードロスの考えは少し

ずつ広がってきているように思う。 

ＷＥＢ 津 70 障がい者が自己実現して、生きられる社会になって欲しい。 

ＷＥＢ 松阪 30 

子育て世代です。時代が変わってきていて、多様性を認め、生きやすい時代になって

きたと思っていました。ですが、SNS の普及により、正しくない情報や発信が子どもた

ちを傷つけたり、悪い方向に導いてしまうのではないかと、不安要素も多いです。情報

の精査、SNS パトロールなど、子どもたちが伸び伸び、生きやすい時代になってくれた

らいいなと願います。 

ＷＥＢ 松阪 40 
もっと、地域の高齢者と子供達や、年齢を問わず色々な世代がコミュニケーションをと

れる社会になって欲しい 

ＷＥＢ 松阪 50 ジェンダーや障がいを気にせず、あらゆる人が活躍できる社会になって欲しい 

紙 松阪 50 
田舎ということもあり、偏見がまだ色濃くあるのではないでしょうか。みんな幸せに気楽

に過ごせる世の中になってほしいですね。 

紙 松阪 70 
自分に近い者が障がいを持っていて、買い物もできづらくしていたのでコープへの声掛

けをし、今現在お世話になっています。助かっていると話しています。 

ＷＥＢ 四日市 50 グレーゾーンの子供についての対応を考えてほしい 

ＷＥＢ 四日市 60 
外国からの人口が増え、色々な問題が起きて来ると思う。人種、ジェンダー、宗教、共

存共栄の道は、益々厳しい社会になると思う。 

ＷＥＢ 四日市 60 不均衡を無くし、争いのない平和な社会の実現に尽力してほしい 

ＷＥＢ 四日市 60 平和で安心できる社会になってほしい 

ＷＥＢ 四日市 60 
自分が積極的に社会に参加していないので、よくわかりませんが、子や孫たちが明るく

希望のもてる社会であって欲しいと願っています。 

    
環境    
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紙 伊賀 0 
たくさんの紙類、リサイクルや処理はどうなっているのかなー。食品について、？を書く

機会がないように思います。 

紙 鈴鹿 60 

今年ほど温暖化をひしひしと感じた年はありません。昨年までは必要かどうか考えな

がら使っていたエアコンも、今年は考える余地もないほどで、ますます温暖化に加担し

てしまっている自分が情けないです。政府は何も感じないのでしょうか。平和について

も、ずっと平和であってほしいと願っているのに、沖縄にどんどん自衛隊が入り込み、

武器はいっぱい買う。ピースウォークで生協さんに会うとホッとします。 

紙 鈴鹿 70 

生協の防虫剤を毎年買っているが、1 年経過して取り換える際にすべて破棄している。

中のシートさえ取り換えればプラスチックの部分は使えるのではといつも疑問に思う。

プラスチックはごみとして捨てれば海洋汚染につながると聞く。ＳＤＧｓの観点からも、

ゴミにしない方法はないのか。 

ＷＥＢ 津 30 
子どもから高齢者まで、生活しやすい世の中になってほしい。フードロスの考えは少し

ずつ広がってきているように思う。 

紙 津 60 
生協が SDGs に真剣に取り組むならば、チラシ・カタログなどの配布物の量を見直す

べきです。同じ商品（特に衣類）は 1 回掲載すれば十分です。 

紙 松阪 70 

個配ですが、発泡スチロールに入ったものはいいですが、その他のお菓子や雑貨が１

～２個でも大きなビニール袋に入っています。量によって大・中・小ぐらいに袋を分けら

れないか。袋に名前のシールが貼ってあり、剥がすと使い道がない。センターに戻して

はいますが、小さな袋なら、生ごみを入れたりして使えます。 

    
くらし・経済・価格  

ＷＥＢ 桑名 40 

問題を意識して行動しないと、自分のことだけで精一杯になってしまいます。どれだけ

の方が、自分以外について心を向ける余裕があるのか…礼節を知るにはある程度の

金銭的余裕も必要です。奉仕作業が罰ゲームと言われたり、売名行為だとヤジを飛ば

す世の中では、優しさの循環ができにくく、苦しい。志ある人が傷つかない世界にして

いきたいです。 

ＷＥＢ 鈴鹿 40 

なかなか、一般人も物価高に加え、気候変動も激しく、災害などの被害もあちこちで起

こり、余裕のない生活になりつつある。障がい者も身体的な障害、精神的障害など

様々あるが、それに甘んじているようにも思う人も居て、本来受けるべき人が生活保護

を受けられず、矛盾している世の中だと、一生懸命働いて税金を納めてる身としては

やるせない気持ちになる。各国で戦争は起こり、日本もいつ巻き込まれるかは分から

ない。先ゆく未来が明るいものには見えず、子供達がとても不安だと感じる。 

紙 津 50 

アンケートをするだけでなく、安くてたくさん食べれる商品を出してほしい。食品の価格

が上がる中、住みにくい世の中になってきていると思う。子育てが済んで、子供に対す

るお金が減っても、子育て世代には手当があるのに、私たちのような年代には手助け

のような手当もない。食品の値段は上がるが、食べていかないといけない。安くてたく

さん入っている商品を出していってほしい。アンケートを出しても変わらないならアンケ

ートをしない方が良い。 

ＷＥＢ 津 60 

生活、経済的な差が次世代の子どもたちに影響して、充分に夢や希望に向かっ進めな

い子どもたちがいたとしたら、つらいことだなと感じます。理念ビジョンがかなうよう私た

ちのまわりでささいなことでも参加取り組みできることを考え実行することが大切なの

ですね。 

紙 松阪 60 

不景気すぎて食品の安全より安価であることが重要になっています。若者にこそ健康

に影響がでるので、しっかり勉強してほしいです。生活が苦しすぎて、ますます政治や

社会に期待したり参加する気力が失われます。 

紙 四日市 70 

「賃金を上げろ！」と騒いでいますが、賃金を上げるためには、製品の値上げなど売価

を上げないとできません。「賃金を上げる」イコール「物価を上げる」と同じことを言って

いるのです。これを何年も続けると、数字だけが大きくなって、国民は豊かになりませ

ん。インフレにすることが好景気だと考えてきた日本患部（幹部）は、正常ではありませ

ん。 
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アンケートに関して  

紙 伊勢 70 
ＷＥＢ回答はできない。生協では安全安心なものを選んでいるが、そうじゃないものも

多い。テレビでは食べまくる映像ばかり。食べられない人はどんな気持ちなんだろう。 

ＷＥＢ 津 70 上記アンケートでは、日頃仕事に行っており.回答しにくい問がある 

紙 四日市 60 このアンケートを提出したら裏の情報を見ることができなくなります。 

    
コールセンター  

紙 桑名 60 
問合せ先をコールセンターに一本化したことが理念・ビジョンに関係するのか知らない

が、至極不便！！！元に戻して欲しい（つながるのに時間がかかりすぎ！！！！） 

紙 松阪 60 

最近コープみえの連携が変わったのか、担当者に連絡したくても地域のセンターに直

接連絡がいかず、本部につながるみたいですが、すぐに対応してもらえなかったり、連

絡がとれていなくて、その都度理由を１から伝えなければならなくなった事は、時間の

無駄だと思うので改善してほしい。 

    
配達・取り組み  

紙 伊賀 50 

コープさんが届ける、今すぐ食べられない青いバナナ、外葉が黄色く変色しているキャ

ベツ、カビた人参など、物流のパッキングをしている段階で気づかなければならないこ

とが、まったくできていないと思います。安全安心をうたい文句にするなら、もう少しちゃ

んと考えた方がいいと思います。 

紙 伊賀 70 
配達は声掛けから。最近ピンポンもない。寂しいです。忙しいと思いますが、よろしくお

願いします。 

ＷＥＢ 伊勢 60 

今から 6 年後、私は年金を、いただける年齢 

主人と、年金での生活になっていますので、身体に気をつけて、身体に良い食材を選

択したいと思います。イベント等に参加させて頂いて、若い方の意見や、アドバイスを

受け止め。明るく健康に 70 歳を迎えたいと思います 

生協の、肉は、小俣地区の各スーパーより、良い物だと思い買わせて頂いておりま

す、友達にもアドバイス出来る物です、また、魚は新鮮。どこよりもナイス  

我が家に近い、リニューアルオープンした、生協、地元の皆様は、凄く興味持たれてま

すね  

紙 紀北 70 
安心、健康、思いやりある暮らしを誰もが願っていると思います。皆が参加しやすい企

画をたくさんお願いします。生産者との交流などは、生協ならではと思います。 

    
その他要望など  

紙 伊賀 70 食品について、塩分大変参考になる。カリウムをわかる範囲で載せてほしい。 

紙 桑名 70 

宅配でお世話になっていますが、先月よく働く人が給料が安くて家庭を持てないと辞め

ました。これから人手不足になるのに！若い人にもっとお金を出して人材をキープして

ください。 

紙 桑名 70 生協のコマーシャルよく見ますが、組合員への還元もしてほしい。 

紙 桑名 70 

同じものばかり扱わず本当に良い商品だけ取り扱ってほしい。ところどころにお菓子と

か異なった用品を入れてこないでほしい。生協はスーパーとは違うので、人にやさしい

会員に頼られる生協を追究してほしい。もう少し短時間でわかりやすい注文書を希望

します。 

ＷＥＢ 津 50 

いろいろな活動を CO・OP さんが展開されて感謝してます。間接的にでも参加できてう

れしいです。もっと気軽に参加できる企画もあれば、体験型とか個人的にいいな、と思

います。言うのは簡単ですが、私もこの機会に既存のイベントに参加するように意識し

ます。 

紙 松阪 70 
生協を始めて 50 年。いろいろな場所でいろいろな人をおさそいしてきました。私にとっ

て生協は生活の半分以上を占めています。無くしてはならない存在です。これからも良
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いものを届けてください。新鮮なものを願っています。いつも配達ありがとうございま

す。 

紙 四日市 60 

3 つのビジョンの中の『よりよい「食と健康」のあるくらしをめざすのについて：組合員の

中にも様々な病気をお持ちの方や生活習慣病にならないよう気をつけておられる方が

いると思います。「ヘルシーコープ」の項には、様々な栄養素がとれる食品や塩分が減

らせる食品がありますが、たんぱく制限、カリウム制限、リンが少ない食品等も考えて

ほしいです。 

紙 四日市 60 

コープあいちとは東海コープで同じだと思うのですが、コープみえはどうしてポイント制

がないのですか？関東とかもずいぶん昔からﾎﾟｲﾝﾄ付いています。ポイントで被災地

の寄付とかもできて良いと友人は言っています。是非コープみえもポイント付けてくださ

い。 

 
 


